
（ 排気ダク ト 等）  

第９ 条の２  火を 使用する 設備（ 厨房設備及び燃料電池発電設備を 除く 。） 又は器具の上方に設け

る 排気ダク ト 等の位置、 構造及び管理の基準については、 第３ 条の４ （ 第１ 項第２ 号エ及び第２

項を 除く 。） 並びに前条第１ 号及び第４ 号の規定を 準用する 。（ か）（ せ）（ ひ）（ ほ）  

 

【 解説】  

 本条は、火を 使用する 設備又は器具の上方に設ける 全ての排気ダク ト 等の位置、構造及び管理の基

準について規制し ている 。 こ こ で、 厨房設備を 除く こ と と し ている のは、 第３ 条の４ 第１ 項において

規制し ている から であ る 。本条の運用にあ たっ ては、第３ 条の４ 及び前条の規定を 一部除外し 準用す

る こ と と し ている 。  

 ま た、 燃料電池発電設備を 除く こ と と し ている のは、 燃料電池発電設備は第 1 3 条第１ 項 3 号（ 内

燃機関を 原動力と する 発電設備） の排気筒の規定を 準用する こ と と し ている から である 。  

 「 排気ダク ト 等」 と は、 第３ 条の４ 第１ 項第１ 号で定義し ている よ う に、 排気ダク ト 及び天蓋を い

う も のである 。  

 第９ 条は、 火を 使用する 設備に接続し て設けら れた煙突（ 排気筒） であり 、 廃ガス 等が室内を 経由

する こ と なく 、燃焼設備から 直接屋外へ排出でき る 構造のも のである のに対し 、本条の排気ダク ト 等

は、火を 使用する 設備又は器具の上方に設けら れる 天蓋及び排気ダク ト であり 、当該設備又は器具か

ら 排出さ れた室内の廃ガス 等を 室内の空気と と も に排出する 構造のも のを いい、その廃ガス 等の排出

方法によ り 第９ 条と 第９ 条の２ に区分し 規制し ている 。  


